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長寿命 (約 1 s) の電荷分離状態がほぼ定量的に生成することを明らかにした。さらに、その電荷分
離状態がスピン相関ラジカル対の状態にあることを時間分解 EPRスペクトルにより明らかにした。3 
章では、2 種類のフェノチアジン位置異性体を電子ドナーとして用いた D-Pt-A 系を設計・合成し、
フェノチアジン部と白金部の電子的相互作用が電荷分離状態の寿命に与える影響について検討し、電
子ドナー部と白金部間に電子的相互作用が存在すると電荷分離状態の寿命が短くなることを明らか








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 











感部として、それに TPA 及び NDI 誘導体を連結した TPA-PtPor-NDIの設計と合成、ならびに、ミ
リ秒オーダーの電荷分離状態の生成を明らかとした。 
これらの結果は、白金錯体の特性を利用した光エネルギーの効率的化学エネルギー変換のための優
れた方法論を提供し、関連分野の発展に寄与するものである。よって、博士（理学）を授与するに値
すると審査した。 
